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内容の要旨及び審査の結果の要旨
全身麻酔の導入に際して，静脈麻酔薬であるチオペンタールナトリウム溶液と非脱分極性筋弛緩薬であ
る臭化ベクロニウム溶液を相前後して同一の点滴路内に投与すると，白色の析出物が生じ，ときには点滴
路が完全に閉塞してしまう。本研究では，この析出物が生体内に投与されたときの安全性を検討した。ま
ず，析出物の性状を吸光高度計と高速液体クロマトグラフを用いて調査した。次に，析出物を生体に投与
したときの変化を検討するため，１６羽のウサギを析出物群と対照群に分け，析出物群（ｎ＝８）に対して
はチオペンタールナトリウム（５mg／kg）と臭化ベクロニウム（0.67mg／kg）をあらかじめ混合したも
のを，対照群（ｎ＝８）に対してはチオペンタールナトリウム（５mg／kg）のみを，それぞれ外頚静脈よ
り急速投与した。投与後，血漿（動脈血）中のチオペンタールナトリウム濃度，および収縮期血圧と動脈
血ガス分圧を経時的に測定するとともに，投与60分後の肺組織像を検討した。さらに，上記とは別に８羽
のウサギを用い，投与１分後の肺組織像も検討した。得られた結果は以下のごとくに要約される。
１．析出物は，溶液のpH変化により生成されたチオペンタール遊離酸であり，臭化ベクロニウムに由来
する化合物を含んでいない。
２．析出物を静脈内に投与すると，チオペンタールナトリウムのみを投与した場合と比較して，血漿中の
チオペンタールナトリウム濃度は，投与後１分目には1.3-36ノリg／ml低く保たれる（ｐ＜0.05)。しか
し，投与20-45分後にはその関係が逆転し，１０－１１ノリg／､l高くなる（ｐ＜0.05)。この所見は，析出
物が血管内に残留し，徐々に溶解していくことを示唆するものと考えられる。
３．析出物は，投与直後に肺の小動脈を塞栓し，純酸素を呼吸している場合の動脈血酸素分圧を33ｍｍＨｇ
前後低下させる。
以上，今日広く行われているチオペンタールナトリウムと臭化ベクロニウムとによる全身麻酔の導入に
際しては，どちらか一方の薬液を注入したのち，輪液剤によって十分に点滴路内を洗い流してからもう一
方の薬液を注入すべきであると結論された。
本研究は，全身麻酔の導入時に使用する薬剤の干渉について，薬理学的，病態生理学的ならびに組織学
的に検討したものであり，麻酔学に寄与する価値ある労作であると評価された。
－１４－
